
　
町
民
意
向
と
ニ
ー
ズ

の
実
態
把
握
を
行
い
、
施

策
の
基
本
的
方
向
性
・

実
施
目
標
な
ど
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
か
ら
見
た

町
民
の
町
の
施
策
に
対

す
る
「
満
足
度
」「
重
要

度
」
は
表
の
通
り
で
す
。

町民アンケートから見た町の施策の「満足度」「重要度」町を取り巻く情勢

桑折町

効率的・効果的な

行財政運営の
推進

ふるさとや地域の

未来を担う
人づくり

自然環境に優しい

低炭素・
循環型社会
の形成

暮らしが便利に、
快適になる

交通体系の
強化

人口減少・
超少子高齢社会

への対応

中心市街地
の低迷

価値観や
ライフスタイル

の多様化

ＩＣＴ技術
がもたらす

地域社会の進展

健康指標
の悪化

コロナ禍の
克服

防災・減災

SDGs（持続可能な開発目標）の推進  ～総合計画の着実な推進から国際目標の達成に～ 人口の将来展望（人口目標）

2030年（令和12年）に町民の
希望出生率「2.07」

【
人
口
の
将
来
展
望
（
人
口
目
標
）】

　
自
然
動
態
及
び
社
会
動
態
の
両
面
か
ら
人
口

減
少
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
推
移
す
る

と
、
２
０
６
０
年
に
は
、
人
口
が
６
，０
０
０
人

を
下
回
る
ま
で
減
少
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
や
令
和
元
年
に

実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
反
映

し
た
「
将
来
展
望
（
２
０
２
０
）」
を
算
出
し
、

人
口
目
標
を
左
記
の
通
り
設
定
し
ま
し
た
。

本町が目指す将
来像に係る自然
減少・社会減少
対策を講じ、将
来展望として
2035年
（令和17年）に人口 
１０，０００人
維持を目指します。

2019年（令和元年）に実施した町民アンケート調査
の結果から算出された希望出生率の達成を目指す。

①自然動態

2030年（令和12年）に若年層の

「社会増減±０（ゼロ）人」
2021年以降は、移住・定住施策や伊達桑折インター
チェンジ周辺及び福島蚕糸跡地の再開発などの地域
活性化施策の効果により、2030年までに若年層の社
会増減を段階的に±０人にする。

②社会動態

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）】

●
貧
困
や
人
種
差
別
、
環
境
破
壊
な
ど
地
球
規

模
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
国
際
連
合
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
２
０

３
０
年
ま
で
の
世
界
全
体
の
達
成
目
標
で
、

17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可

能
な
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
、
経
済
、
社
会
、
環
境
を
め
ぐ

る
広
範
な
課
題
に
総
合
的
に
取
り
組
む
も

の
で
す
。

　
本
町
で
も
、
人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
社

会
な
ど
地
域
の
課
題
の
解
決
と
持
続
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
践
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
金
融
機
関
や

民
間
事
業
所
と
「
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
す

る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
６
月
に
「
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
町
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　「
町
が
目
指
す
将
来
像
」
の
実
現
や
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
各
種
施
策
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
達
成
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
が
総

合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
つ
な
が
る
と
い
う

表
裏
一
体
の
関
係
性
が
あ
る
た
め
、
世
界
基

準
に
照
ら
し
た
視
点
を
意
識
し
、
町
の
施
策

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
の
関

連
性
を
明
確
に
示
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と

し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

左上が重要度が高いが満足度が低い優先対応が必要な施策
右上が重要度と満足度がともに高い、継続が必要な施策です

（人）

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

●基準推計（2020年）　●将来展望（2020年）

将来展望及び基準推計の総人口
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8,402 8,108

5,823

2060年で基準推計に対し、約2,000人減少を抑制
2035年で10,000人を維持
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